
みなと元町タウンニュース

発　行：みなと元町タウン協議会　住　所：〒650-0022 神戸市中央区元町通3-13-1協和会館内　発行人：奈良山喬一　編集人：岩田照彦　電話・ＦＡＸ：078－391－0831

みなと元町タウンニュース

オミクロンの猛威の中で行った明日につなげるコンサート
合資会社ゼンクリエイト根津  昌彦

1月22日（土）、23日（日）の2日間、私が理事
を務める兵庫県合唱連盟では、日に日に新型
コロナウイルス感染者数が増えている中、出来
うる感染対策を施した上で、「兵庫県ミニ合唱
祭（22日、23日）」と「PRAY FROM KOBE 
2022　明日につなげるコンサート」を神戸文
化ホール中ホール＆大ホールにて開催した。
（以下、PRAY FROM KOBEをPFKと略す。）
　例年、3月11日に近い日曜日の午後に元町１
番街の商店街入口付近で、「PFKE街頭コン
サート」をみなと元町タウン協議会・元町１番
街商店街振興組合も共催となり、開催させて
いただいていた。同街頭コンサートの関連イ
ベントとして、東日本大震災の被災者の皆さ
まのための復興支援コンサートとして、2012
年3月11日を第1回として開催し、毎年欠かさ
ず2020年1月まで継続してきた。2016年から
はその趣旨を拡大し、東日本をはじめ、私たち
が経験した阪神・淡路大震災、そして各地で
の紛争や災害の被災者のため、そして何より
未来ある若い世代とともに歌い繋いでいきた
いという思いで、「PRAY FROM KOBE～明
日につなげるコンサート～」と冠を変更して
行ってきたものである。
　昨年1月は、感染対策にも十分配慮して同コ
ンサート開催準備を進めていたにもかかわら
ず、2度目の緊急事態宣言が1月14日に発出さ
れたことを受けて、やむなく中止に。その後に
予定していた3月7日の元町街頭コンサートも
中止となった。
　中学生・高校生たちはさまざまな制限があ
るものの、何とか部活動を継続させている学
校が多数みられる反面、小学生や大学生たち
はより厳しい活動制限が学校より課せられて
きたこともあり、部員獲得ができない合唱団
も多数発生。一般の合唱団では、昨年10月ま
で活動が1年半以上休止していた団や、練習
参加メンバーが半減してしまっている団など
もあり、本当にコロナ禍での合唱活動継続の
難しさを痛感してきた。

なんとか兵庫の合唱の灯をつな
いでいくためにも、PFKだけは開
催したい。そんな思いをカタチに
するべく、1月22日（土）には、神
戸文化中ホールで昨年6月も2年
連続で開催中止となった兵庫県
合唱祭のミニ版を、1月23日
（日）には、22日に出演できない
合唱団のミニ合唱祭の続きと、
一般合同演奏と宮城県合唱連
盟有志合唱団による演奏に絞っ
たPFKコンサートを企画し、11月
末から申込期間わずか1ヶ月ほ

どで参加者を募ることとなった。ミニ合唱祭
には2日間あわせて26団体がエントリー、
PFKコンサートも80名程が申し込んでくださ
り、あとは無事当日を迎えることができるよう
にと、祈る毎日であった。
　年末年始、オミクロン株の感染力の強さを
訴える報道が本格化しはじめ、十日戎の頃に
は様相が一転し、全国で急速に感染が拡大
し、連日各都道府県の感染者数最多を更新と
いう文字が、メディア媒体で踊るという状況と
なった。開催日まであと6日というところで、23
日出演予定の私が指揮する合唱団で団員か
ら陽性者が出た。夫婦揃って出演するメン
バーであったので、15名が13名に減った。3日
前にはコロナ患者や一般人との接触機会の
多いメンバーがそれぞれ参加見送りの連絡が
入り、11名に減った。そして、2日前には宮城県
合唱連盟有志合唱団が不参加との連絡が
入った。緊張感がどんどん増していく中、とに
かくホール側から催行中止の申入れがない限
り開催することを幹部スタッフと確認し合っ
て、22日（土）ミニ合唱祭当日を迎えることが
できた。
　スタッフ集合の際に配られた進行表を見
て、22団体中6団体が出演辞退となったこと
を知る。いずれの団体もきっと苦渋の選択
だったに違いない。それぞれの事情の詳細は
分からないが、この日のために準備をしてき
た団員の落胆する思いに心を寄せつつ、出演
される16団体にはどうか気持ちよく演奏して
いただけるようにと、舞台裏の仕事に就いた。
この日もう1つ私の指揮する合唱団の団員の
様子がわからず、リハーサルもない中で皆が
元気に集まってくれるのだろうかと思いなが

ら、演奏15分前に集合したメンバーたちの顔
を見て一安心。リハーサル無しのぶっつけ本
番で臨んだ演奏は、持ち味の温かい空気感
をまとったまずまずの音楽であった。
　ホッとしたのも束の間、1通のメールが私の
元に届く。本番前日11人にまで減った合唱団
で濃厚接触者が出てしまった。おー、痛い、バ
スパートが1人になってしまった。コロナ前に
は20数名で出演するのが当たり前であった
合唱団にとって、10名での演奏というのは、
裸で舞台に立っているようなもの。それでも
今本番を回避してしまうより、出演できるメン
バーでできる限りのパフォーマンスを見てい
ただくことに意義があると考え、予定通り出
演することを決意した。
　23日（日）、午後から雨の予報。コンサート前
半のミニ合唱祭2日目は、4団体が予定通り演
奏するもどの合唱団も数名の欠席者がいる状
況を乗り越えての熱演であった。私の合唱団
も、前日さらに1名減った状況を傍で聞いてい
た裏方の仲間が、僕でよければ歌わせてくだ
さいと申し出てくれ、11名で花を題材とした歌
謡曲メドレーを歌い上げることができた。
　宮城県からは前日に録音した音源を届けて
くれ、「わせねでや」という東日本大震災後に
生まれた曲を会場に流して、参加予定であっ
た方々の熱い思いをしっかりと受け取ること
ができた。
　合同演奏では、2020年1月、阪神・淡路大
震災から25年の節目に作曲いただいた「荘厳
のコラール、遭い（かな）しみのアリア」とい
う、上皇様上皇后様が東日本、阪神・淡路の
大震災の被災地を訪れた時に詠まれた御歌
をテキストとした作品他を披露。コロナ禍とい
うある種の災害の只中で懸命に生きる、生身
の人間の苦悩とこの世の幸せ平安を願う気
持ちに溢れた本番は、会場内にいたすべての
人の心に深く刻まれる名演となった。
　終演後のスタッフ解散終礼の際、2日間無
事に開催することができた安堵から実行委
員長は涙ぐんで挨拶をした。私たちが歌い続
けることに批判的な意見がないわけではな
い。でも私たちは兵庫県の合唱団を守り合唱
文化を守っていくために今後も活動を続けて
いく。そして、元町商店街においても、近い将
来に街頭コンサートという文化活動を再開で
きることを心より願っている。

あ　　す

　元町６丁目商店街は昨年12月24（金）・25日（土）の両日、16時
～20時まで、西出口付近を含む一帯でＫＯＢＥ夢プロジェクト
「HAPPY HOLIDAY NIGHT」を開いた。６丁目商店街からハー
バーロードにかけて、か
ら揚げやグレープフ
ルーツ、おでん、アイス
クリームなど多彩な
キッチンカー６台を配
置、元町の夕べを楽しむ
人たちで賑わった。その
模様は、サンテレビでも
放映された。

■ＨＡＰＰＹ　ＨＯＬＩＤＡＹ　ＮＩＧＨＴ

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

２月１７日（木）～２月２２日（火）「発写２０２２」

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

１月２２日（土）～２月  ４日（金）
　『茲山魚譜 チャサンオボ』・『ボストン市庁舎』
１月２９日（土）～２月  ４日（金）『愛のくだらない』
１月２９日（土）～２月１１日（金）
　『テレビで会えない芸人』
２月  ５日（土）～２月１１日（金）『日高線と生きる』
　『いまはむかし 父・ジャワ・幻のフィルム』
　『あした、授業参観いくから。』
　『COME&GO カム・アンド・ゴー』

　栄町通まちづくり委員会は、１月１４日（金）１０
時から１０時３０分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾
いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへの不法
駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町通クリー
ン大作戦を実施した。参加者は、（元栄海三丁目
協和会）奈良山喬一、（㈱イーエスプランニング）
八田将太郎、（株式会社ＫＫテクノ）松本美紀、
（佐野運輸）北島幸宏・末松明、（㈱神明）土器紋、
（神明倉庫㈱）藤尾憲弘・大西登記子、（兵庫県信
用組合）井上博之・藤本吉英・溝本智哉・今井武
史・森本好和、（三鈴マシナリー㈱）稲岡千硯、（新
光明飾㈱）中川俊・西村友博・大森貴美子、（佐田
野不動産㈱）佐田野宏之以上、１８名のみなさん
でした。毎月第２金曜日午前１０時、栄町通６丁目
佐田野不動産前集合の上、実施しています。お気
軽にご参加ください。　
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編　集　後　記

■クリーン作戦レポート

□読者プレゼント 観覧ご希望の方は、展覧会名・住所・氏名・年齢・本紙へのひと言を添え、本紙編集部まで
ハガキでお申込み下さい。先着順で各展２名の方に、ペア招待券をお送りします。

◎特別展「国宝 聖林寺十一面観音　　　　
　　  　　　　　　 三輪山信仰のみほとけ」
２月５日（土）～３月２７日（日）まで。
会場：奈良国立博物館　東新館
　大神神社は本殿を持たず、三輪山を拝む自
然信仰をいまに伝えます。奈良時代以降は仏教
の影響を受けて神社に付属する寺、後に大御
輪寺や仏像がつくられました。本展では、大御
輪寺にあった仏像や大神神社の自然信仰を示
す三輪山禁足地の出土品も展示します。

◎大英博物館ミイラ展
　　　　　　  古代エジプト６つの物語
２月５日（土）～５月８日（日）まで。
会場：神戸市立博物館
　大英博物館は、古代エジプト文明の研究
でも世界を牽引してきました。その成果を紹
介する本展は、６体のミイラを選りすぐり、
CTスキャンで画像解析、外側からうかがい
知ることのできないミイラの謎を解き明かし、
古代エジプト人の生活や文化を紹介します。

◎「挑む浮世絵　国芳から芳年へ」
２月２６日（土）～４月１０日（日）まで。
会場：京都文化博物館
　歌川国芳は、旺盛な好奇心と柔軟な発想、豊
かな表現力を武器に、武者絵や戯画に新機軸
を打ち出し、幕末にいたって浮世絵のさらなる
活性化につなげた浮世絵師です。月岡芳年など、
親分肌の国芳を慕って集まった「芳ファミリー」
の活躍をご覧ください。

◎くらしのうつりかわり展
　　　　　　　　　海辺の生活
１月30日（日）～
　　　　３月21日（月・祝）まで。
会場：明石市立文化博物館
　漁業が盛んに行われてきた明石、
昭和時代を中心に子どもの目線
で見たその暮しを紹介します。

　もとまちハーバー懇談会では、１月のクリーン作戦を次のように
実施した。１月５日（水）は㈱ベルコ中央支部とネッツトヨタ㈱
２４名、１９日（水）にはエスタシン・デ・神戸が７人で実施した。

２月１２日（土）～２月１８日（金）
『シチリアを征服したクマ王国の物語』
２月１２日（土）～２月２５日（金）
特集「奇跡の映画 カール・テオドア・
　　　　　　　ドライヤーセレクション」
特集「濱口竜介監督特集上映 言葉と乗り物」

２月１９日（土）～３月  ４日（金）
　『東洋の魔女』
２月２６日（土）～３月  ４日（金）
　『かば』（※２／２８のみ休映）
２月２８日（月）『子どもたちをよろしく』
２月２６日（土）～３月１１日（金）
特集「タル・ベーラ 伝説前夜」
『チェチェンへようこそ ̶ゲイの粛清̶』

【予定は変更になる場合がございます。】

ネッツトヨタ兵庫㈱チームネッツトヨタ兵庫㈱チーム エスタシオン・デ・神戸チームエスタシオン・デ・神戸チーム

舞台上に掲げられたコンサートタイトルが無事の開催を見守る舞台上に掲げられたコンサートタイトルが無事の開催を見守る

上皇様・上皇后様が詠まれた短歌に、兵庫県の作曲家・千原英喜さんが作曲した
「荘厳のコラール、愛（かな）しみのアリア」のリハーサル
上皇様・上皇后様が詠まれた短歌に、兵庫県の作曲家・千原英喜さんが作曲した
「荘厳のコラール、愛（かな）しみのアリア」のリハーサル
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平野義昌

　明治の「神戸小学校」前身4分校――神東小、
上田小、神西小、花隈小――の話に戻る。1872
（明治5）年、学制発布。神戸町に小学校4校（一
番組小＝神東小、二番組小＝神西小、三番組小
＝花隈小、上田小）ができた。82（明治15）年に
神戸小が完成して、各校は分校・分教場になり、
やがて閉鎖。元町通の「神東小」と「神西小」か
ら多くの学校が誕生した。
　花隈小と上田小のこと。73（明治6）年、「三番
組小学校」が花隈の福徳寺本堂を借用して開
校。翌年下山手通6丁目三番組戸長役場に移転
して「花隈小学校」と改称。96（明治29）年閉鎖
した。同じく73年、宇治野町上田の徳照寺本堂
に「上田小学校」開校。79（明治12）年楠町8丁
目に移転。93（明治26）年、神戸小から分離して
「宇治野小学校」となるが、1906（明治39）年廃
校。同年同地に私立「立志小学校」開校、12（明
治45）年廃校。1896年に夜学校が創立し、「私
立宇治野夜学校」「私立清風夜学校」と改称。
1913（大正2）年「神戸市立清風夜学校」となる。
　元町周辺の学校誕生を辿る。
　1873（明治6）年、「一番組小学校」が元町通
3丁目の善照寺に開校。翌年一番組戸長役場
（同3丁目、古美術商・太田氏敷地）に移転し、
「神東小学校」と改称。同所に「兵庫県師範伝習
所」も設立された。小学校教員とその志望者に
「教授法」を教える。18歳以上50歳以下、修業
年限6ヵ月、定員50名、筆頭教員2名。学科は読
物・書取・作文・算術・習字。このとき伝習生は神
戸区・兵庫区から各2名のみ、区から伝習生に
賦与金があった（補註1）。教育実習は「神東小」
で行われた。76（明治9）年、「伝習所」は北長狭
4丁目関戸由義所有地（現在のJR元町駅北側、
鯉川筋の西側）に移転。77（明治10）年、「神戸
師範学校」に改称し、下山手通5丁目（現在兵庫
県庁）に移転。当時の豊岡県（兵庫県北部・中部、
現在の但馬・丹波地方と京都府丹後地方の一
部）・飾磨県（兵庫県西部、現在の播磨地方）の
師範学校と統合した。西南の役による財政難、
経費節減の影響だ。78（明治11）年、「附属小
学校」開校（補註2）。99（明治32）年、師範学校・
附属小は武庫郡御影町（現東灘区）に移転、
翌年「兵庫県第一師範学校」、さらに翌年「兵
庫県御影師範学校」と改称。「神戸大学発達
科学部」初期の姿である。
　1901（明治34）年、「神戸師範学校」跡地に
「兵庫県高等女学校」（戦後学制改革により県
立神戸第一女子高等学校、のち公立高校再編
で県立神戸高等学校）が開校した。
　73年「二番組小学校」は間人（はしうど）市郎
左衛門の塾に開校。翌年二番組戸長役場（元町
4丁目）に移転して「神西小学校」。変則科を設
け14歳以上の生徒を受け入れた。84（明治17）
年、栄町通4丁目の醤油醸造業・高濱治右衛門
宅を借用して分教場を開く（2年ほどで廃止）。
89（明治22）年、校内（当時第三分教場、のち元
四分教場）に「神戸夜学校」が設置される。修
業2年6ヵ月、勤労青年に英語・簿記・読書・作
文他、職場で役立つ学科を教えた。だが、98
（明治31）年廃校となり、「神戸商業補習学校」
に引き継がれる。一旦元三分教場（神東小）に
移転し、1903（明治36）年に戻る。07（明治40）
年に新校舎が完成し、昼は「私立神港商業学
校」が開校し使用。同校は10（明治43）年神戸
市に移管、16（大正5）年兵庫区に移り「第一神
港商業学校」と改称する。17（大正6）年、鈴木
商店当主・鈴木よねの寄付により跡地に「神戸

市立女子商業学校」が開校。23（大正12）年楠
町に移転。戦後「市立湊川商業高等学校」。そ
の後両校は統合、「市立神港高等学校」となる。
さらに2016（平成28）年「市立兵庫商業高等高
校」と統合し、「市立神港橘高等学校」。
　1925（大正14）年、元町の店主たちが資金を
出し合い、同4丁目内に「神港中学校」を設立。
34（昭和9）年山本通（神戸女学院跡）に移転、
現在の「神港学園高等学校」である。
　さて、夜間「神戸商業補習学校」は1920（大
正9）年「実業補習学校」、22（大正11）年「神戸
商工実習学校」と改称。勤労青年のための実業
教育学校であるが、36（昭和10）年「青年訓練
所」（青年男子に初等教育の補習と軍事教育）
と併合。「神戸市立商業青年学校」に改組され
る。勤労青年徴兵準備である。
　1887（明治20）年、元町3丁目「善照寺」に浄
土真宗婦人会の協力で「私立親和女学校」（現
在親和中学校・親和女子高等学校）が開校。91
（明治24）年一時廃校になるが、同校教師・友國
晴子が再建。96（明治29）年下山手通7丁目に
移転、1989（平成元）年灘区に移った。
　1877（明治10）年、兵庫県令・森岡昌純は貿易
港神戸での商業教育の必要性を唱えた。文部
省に商業学校設立を上申し、補助金交付を求め
たが認められず。慶應義塾出身の勧業課長・牛
場卓三に創設計画を命じ、彼を通じて福沢諭吉
の賛同を得た。慶應から教師派遣など支援を受
け、県が校費を出した。78（明治11）1月、北長狭
通4丁目関戸所有地を無償で借り受け、「神戸
商業講習所」が開校した（図）。14歳以上、修業2
年、経済、商学、地理、算術、習字、貿易、簿記など
を教授。学費は県内生徒無料、県外生徒50銭。
生徒19名が集まった。いずれも20歳前後。同年
3月夜間部、7月兵庫に分教場（1年で閉鎖）を開
設。生徒数は20～30名、夜間部30名前後に
なった。79（明治12）年、元町通3丁目の「神戸英
語学校」（後述）校舎に移転。83（明治16）年下
山手通4丁目に移転。84（明治17）年末で生徒数
は昼39名、夜37名だった。当初県と市、貿易五
厘金（補註3）から補助金を得たが、80（明治13）
年以降は貿易五厘金のみになる。その後、農商
務省の交付金を受けたものの、85（明治18）年
廃止。学校存亡の危機になるところ地方税が支
出され、86（明治19）年「兵庫県立神戸商業学校
」に改編、生徒数128名。その後、橘通、楠町、西
灘村と移転。1928（昭和3）年、校名を「県立神戸
第一商業学校」に改称。翌年明石郡垂水町（現
神戸市垂水区）に移る。「県立星稜高等学校」「県
立神戸商業高等学校」の前身である。
　1882（明治15）年、同講習所は二つの語学学
校を併合している。78年、武井正平（のち神戸区
長）が港都にふさわしい英語学校設立を県に請
願。翌年元町通3丁目に「神戸英語学校」が開設
された。修業3年、科目は英語学、習字作文、変
則英語。81（明治14）年で生徒80名。80（明治
13）年、同校校舎に「神戸支那語学校」が興亜会
（補註4）有志により開設された。同会と貿易五厘
金により運営。生徒数・校則など実情は不明。
　女学校では、1875（明治8）年「女学校」（のち
「神戸英和女学校」「神戸女学院」、本稿33号・87
号で紹介済み）が開校。87（明治20）年、元町通4
丁目に旧三田藩主・九鬼隆義と関戸が「神戸女
子手芸学校」を創立。裁縫・編物・算術・英語を
教えた。廃校年など詳細不明。92（明治25）年、
山本通にイギリス国教会の支援によって「松蔭
女学校」が開校（現在の「松蔭女子中学校・高
等学校」）。翌年中山手通6丁目に移転。1929

（昭和4）年、灘区に新校舎完成。09（明治41）
年同じく中山手通6丁目に「家政女学校」（現在
の「神戸常磐女子高等学校」）が開校している。
　資料では、1884（明治17）年元町通2丁目「択
善家塾」（独・英語）、同年北長狭通2丁目「英
語・数学教授所」、85（明治18）年元町5丁目「神
戸獨英学校」など語学学校の名がある。また、
76（明治9）年中山手3丁目「乾行義塾」（英・漢・
数）、1902（明治35）年下山手通7丁目「高等裁
縫女学校」、03（明治36）年花隈町「神戸英学
校」他、受験予備校、裁縫学校、習字学校など
の校名が並ぶ。いずれも明治末から大正初めま
でに廃校になった。
　旧花隈村の庄屋・村上五郎兵衛（日本画家・
村上華岳の養父）が小学校開設当時の思いを
書いている。
〈……今日の整備を観るに至れるもの、元より
一朝一夕の事業にあらず、明治の初め神東、神
西、花隈、上田の四小学校開設以来の状況を
追想するに、当事者経営の苦心、有志者賛同の
意気、将又当路者の熱心なる指導、誘掖、真に
吾人後進をして敬慕感謝の念に堪えむらしむる
ものあり。（後略）〉註
　村上だけではなく、神戸だけではなく、旧庄
屋、地主、商店主らが学校設立と維持管理の他、
金銭・土地提供、教科書のための書店、郵便事
業などに多大な協力をした。明治近代国家の社
会資本整備に貢献した。

註　神戸小学校開校三十年記念祝典会編・発行『神戸区
教育沿革史』（1915年）（復刻版『日本教育史文献集成　
神戸区教育沿革史』第一書房、1982年）
図・参考文献　兵庫県立第一神戸商業学校編・発行『六
十年史』1955年
補註1　その後、学校規則は授業法の伝習から普通学
科の教員養成を目的にした。入学年齢、修業年、定員、教
育課目など改正、改訂が進む。
補註2　1878（明治11）年「附属中学校」も設立。廃校・開
校を繰り返し、結局83（明治16）年廃校。県議会が中等
教育不必要と、経費支出を認めず。
補註3　開港後、半官半民「貿易会社」設立。関税とは別
に輸出入額の0.5％（五厘）を徴収、積み立てた。港湾・道
路整備、警察など公共・土木事業の財源とした。1886（明
治19）年廃止。18年間で40万円徴収。小学校、病院にも
支出、貸し出しされた。（小原啓司「明治期の神戸におけ
る市街地整備手法の成立に至る考察」［土木史研究第18
号1998年］）
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00044/1998/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　18-0081.pdf
補註4　1880（明治13）成立、日清両国の提携振興を目
指す団体。貿易港都市で支部を結成し、語学学校設立。
引用文は新字・新かなに改めた。
前号で太平洋戦争開戦日を誤記。「12月8日」に訂正し、
お詫びします。

元町駅周辺（5）　学校その5

かんこう

海という名の本屋が消えた（99）
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みなと元町タウンニュース

オミクロンの猛威の中で行った明日につなげるコンサート
合資会社ゼンクリエイト根津  昌彦

1月22日（土）、23日（日）の2日間、私が理事
を務める兵庫県合唱連盟では、日に日に新型
コロナウイルス感染者数が増えている中、出来
うる感染対策を施した上で、「兵庫県ミニ合唱
祭（22日、23日）」と「PRAY FROM KOBE 
2022　明日につなげるコンサート」を神戸文
化ホール中ホール＆大ホールにて開催した。
（以下、PRAY FROM KOBEをPFKと略す。）
　例年、3月11日に近い日曜日の午後に元町１
番街の商店街入口付近で、「PFKE街頭コン
サート」をみなと元町タウン協議会・元町１番
街商店街振興組合も共催となり、開催させて
いただいていた。同街頭コンサートの関連イ
ベントとして、東日本大震災の被災者の皆さ
まのための復興支援コンサートとして、2012
年3月11日を第1回として開催し、毎年欠かさ
ず2020年1月まで継続してきた。2016年から
はその趣旨を拡大し、東日本をはじめ、私たち
が経験した阪神・淡路大震災、そして各地で
の紛争や災害の被災者のため、そして何より
未来ある若い世代とともに歌い繋いでいきた
いという思いで、「PRAY FROM KOBE～明
日につなげるコンサート～」と冠を変更して
行ってきたものである。
　昨年1月は、感染対策にも十分配慮して同コ
ンサート開催準備を進めていたにもかかわら
ず、2度目の緊急事態宣言が1月14日に発出さ
れたことを受けて、やむなく中止に。その後に
予定していた3月7日の元町街頭コンサートも
中止となった。
　中学生・高校生たちはさまざまな制限があ
るものの、何とか部活動を継続させている学
校が多数みられる反面、小学生や大学生たち
はより厳しい活動制限が学校より課せられて
きたこともあり、部員獲得ができない合唱団
も多数発生。一般の合唱団では、昨年10月ま
で活動が1年半以上休止していた団や、練習
参加メンバーが半減してしまっている団など
もあり、本当にコロナ禍での合唱活動継続の
難しさを痛感してきた。

なんとか兵庫の合唱の灯をつな
いでいくためにも、PFKだけは開
催したい。そんな思いをカタチに
するべく、1月22日（土）には、神
戸文化中ホールで昨年6月も2年
連続で開催中止となった兵庫県
合唱祭のミニ版を、1月23日
（日）には、22日に出演できない
合唱団のミニ合唱祭の続きと、
一般合同演奏と宮城県合唱連
盟有志合唱団による演奏に絞っ
たPFKコンサートを企画し、11月
末から申込期間わずか1ヶ月ほ

どで参加者を募ることとなった。ミニ合唱祭
には2日間あわせて26団体がエントリー、
PFKコンサートも80名程が申し込んでくださ
り、あとは無事当日を迎えることができるよう
にと、祈る毎日であった。
　年末年始、オミクロン株の感染力の強さを
訴える報道が本格化しはじめ、十日戎の頃に
は様相が一転し、全国で急速に感染が拡大
し、連日各都道府県の感染者数最多を更新と
いう文字が、メディア媒体で踊るという状況と
なった。開催日まであと6日というところで、23
日出演予定の私が指揮する合唱団で団員か
ら陽性者が出た。夫婦揃って出演するメン
バーであったので、15名が13名に減った。3日
前にはコロナ患者や一般人との接触機会の
多いメンバーがそれぞれ参加見送りの連絡が
入り、11名に減った。そして、2日前には宮城県
合唱連盟有志合唱団が不参加との連絡が
入った。緊張感がどんどん増していく中、とに
かくホール側から催行中止の申入れがない限
り開催することを幹部スタッフと確認し合っ
て、22日（土）ミニ合唱祭当日を迎えることが
できた。
　スタッフ集合の際に配られた進行表を見
て、22団体中6団体が出演辞退となったこと
を知る。いずれの団体もきっと苦渋の選択
だったに違いない。それぞれの事情の詳細は
分からないが、この日のために準備をしてき
た団員の落胆する思いに心を寄せつつ、出演
される16団体にはどうか気持ちよく演奏して
いただけるようにと、舞台裏の仕事に就いた。
この日もう1つ私の指揮する合唱団の団員の
様子がわからず、リハーサルもない中で皆が
元気に集まってくれるのだろうかと思いなが

ら、演奏15分前に集合したメンバーたちの顔
を見て一安心。リハーサル無しのぶっつけ本
番で臨んだ演奏は、持ち味の温かい空気感
をまとったまずまずの音楽であった。
　ホッとしたのも束の間、1通のメールが私の
元に届く。本番前日11人にまで減った合唱団
で濃厚接触者が出てしまった。おー、痛い、バ
スパートが1人になってしまった。コロナ前に
は20数名で出演するのが当たり前であった
合唱団にとって、10名での演奏というのは、
裸で舞台に立っているようなもの。それでも
今本番を回避してしまうより、出演できるメン
バーでできる限りのパフォーマンスを見てい
ただくことに意義があると考え、予定通り出
演することを決意した。
　23日（日）、午後から雨の予報。コンサート前
半のミニ合唱祭2日目は、4団体が予定通り演
奏するもどの合唱団も数名の欠席者がいる状
況を乗り越えての熱演であった。私の合唱団
も、前日さらに1名減った状況を傍で聞いてい
た裏方の仲間が、僕でよければ歌わせてくだ
さいと申し出てくれ、11名で花を題材とした歌
謡曲メドレーを歌い上げることができた。
　宮城県からは前日に録音した音源を届けて
くれ、「わせねでや」という東日本大震災後に
生まれた曲を会場に流して、参加予定であっ
た方々の熱い思いをしっかりと受け取ること
ができた。
　合同演奏では、2020年1月、阪神・淡路大
震災から25年の節目に作曲いただいた「荘厳
のコラール、遭い（かな）しみのアリア」とい
う、上皇様上皇后様が東日本、阪神・淡路の
大震災の被災地を訪れた時に詠まれた御歌
をテキストとした作品他を披露。コロナ禍とい
うある種の災害の只中で懸命に生きる、生身
の人間の苦悩とこの世の幸せ平安を願う気
持ちに溢れた本番は、会場内にいたすべての
人の心に深く刻まれる名演となった。
　終演後のスタッフ解散終礼の際、2日間無
事に開催することができた安堵から実行委
員長は涙ぐんで挨拶をした。私たちが歌い続
けることに批判的な意見がないわけではな
い。でも私たちは兵庫県の合唱団を守り合唱
文化を守っていくために今後も活動を続けて
いく。そして、元町商店街においても、近い将
来に街頭コンサートという文化活動を再開で
きることを心より願っている。

あ　　す

　元町６丁目商店街は昨年12月24（金）・25日（土）の両日、16時
～20時まで、西出口付近を含む一帯でＫＯＢＥ夢プロジェクト
「HAPPY HOLIDAY NIGHT」を開いた。６丁目商店街からハー
バーロードにかけて、か
ら揚げやグレープフ
ルーツ、おでん、アイス
クリームなど多彩な
キッチンカー６台を配
置、元町の夕べを楽しむ
人たちで賑わった。その
模様は、サンテレビでも
放映された。

■ＨＡＰＰＹ　ＨＯＬＩＤＡＹ　ＮＩＧＨＴ

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

２月１７日（木）～２月２２日（火）「発写２０２２」

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

１月２２日（土）～２月  ４日（金）
　『茲山魚譜 チャサンオボ』・『ボストン市庁舎』
１月２９日（土）～２月  ４日（金）『愛のくだらない』
１月２９日（土）～２月１１日（金）
　『テレビで会えない芸人』
２月  ５日（土）～２月１１日（金）『日高線と生きる』
　『いまはむかし 父・ジャワ・幻のフィルム』
　『あした、授業参観いくから。』
　『COME&GO カム・アンド・ゴー』

　栄町通まちづくり委員会は、１月１４日（金）１０
時から１０時３０分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾
いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへの不法
駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町通クリー
ン大作戦を実施した。参加者は、（元栄海三丁目
協和会）奈良山喬一、（㈱イーエスプランニング）
八田将太郎、（株式会社ＫＫテクノ）松本美紀、
（佐野運輸）北島幸宏・末松明、（㈱神明）土器紋、
（神明倉庫㈱）藤尾憲弘・大西登記子、（兵庫県信
用組合）井上博之・藤本吉英・溝本智哉・今井武
史・森本好和、（三鈴マシナリー㈱）稲岡千硯、（新
光明飾㈱）中川俊・西村友博・大森貴美子、（佐田
野不動産㈱）佐田野宏之以上、１８名のみなさん
でした。毎月第２金曜日午前１０時、栄町通６丁目
佐田野不動産前集合の上、実施しています。お気
軽にご参加ください。　
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編　集　後　記

■クリーン作戦レポート

□読者プレゼント 観覧ご希望の方は、展覧会名・住所・氏名・年齢・本紙へのひと言を添え、本紙編集部まで
ハガキでお申込み下さい。先着順で各展２名の方に、ペア招待券をお送りします。

◎特別展「国宝 聖林寺十一面観音　　　　
　　  　　　　　　 三輪山信仰のみほとけ」
２月５日（土）～３月２７日（日）まで。
会場：奈良国立博物館　東新館
　大神神社は本殿を持たず、三輪山を拝む自
然信仰をいまに伝えます。奈良時代以降は仏教
の影響を受けて神社に付属する寺、後に大御
輪寺や仏像がつくられました。本展では、大御
輪寺にあった仏像や大神神社の自然信仰を示
す三輪山禁足地の出土品も展示します。

◎大英博物館ミイラ展
　　　　　　  古代エジプト６つの物語
２月５日（土）～５月８日（日）まで。
会場：神戸市立博物館
　大英博物館は、古代エジプト文明の研究
でも世界を牽引してきました。その成果を紹
介する本展は、６体のミイラを選りすぐり、
CTスキャンで画像解析、外側からうかがい
知ることのできないミイラの謎を解き明かし、
古代エジプト人の生活や文化を紹介します。

◎「挑む浮世絵　国芳から芳年へ」
２月２６日（土）～４月１０日（日）まで。
会場：京都文化博物館
　歌川国芳は、旺盛な好奇心と柔軟な発想、豊
かな表現力を武器に、武者絵や戯画に新機軸
を打ち出し、幕末にいたって浮世絵のさらなる
活性化につなげた浮世絵師です。月岡芳年など、
親分肌の国芳を慕って集まった「芳ファミリー」
の活躍をご覧ください。

◎くらしのうつりかわり展
　　　　　　　　　海辺の生活
１月30日（日）～
　　　　３月21日（月・祝）まで。
会場：明石市立文化博物館
　漁業が盛んに行われてきた明石、
昭和時代を中心に子どもの目線
で見たその暮しを紹介します。

　もとまちハーバー懇談会では、１月のクリーン作戦を次のように
実施した。１月５日（水）は㈱ベルコ中央支部とネッツトヨタ㈱
２４名、１９日（水）にはエスタシン・デ・神戸が７人で実施した。

２月１２日（土）～２月１８日（金）
『シチリアを征服したクマ王国の物語』
２月１２日（土）～２月２５日（金）
特集「奇跡の映画 カール・テオドア・
　　　　　　　ドライヤーセレクション」
特集「濱口竜介監督特集上映 言葉と乗り物」

２月１９日（土）～３月  ４日（金）
　『東洋の魔女』
２月２６日（土）～３月  ４日（金）
　『かば』（※２／２８のみ休映）
２月２８日（月）『子どもたちをよろしく』
２月２６日（土）～３月１１日（金）
特集「タル・ベーラ 伝説前夜」
『チェチェンへようこそ ̶ゲイの粛清̶』

【予定は変更になる場合がございます。】

ネッツトヨタ兵庫㈱チームネッツトヨタ兵庫㈱チーム エスタシオン・デ・神戸チームエスタシオン・デ・神戸チーム

舞台上に掲げられたコンサートタイトルが無事の開催を見守る舞台上に掲げられたコンサートタイトルが無事の開催を見守る

上皇様・上皇后様が詠まれた短歌に、兵庫県の作曲家・千原英喜さんが作曲した
「荘厳のコラール、愛（かな）しみのアリア」のリハーサル
上皇様・上皇后様が詠まれた短歌に、兵庫県の作曲家・千原英喜さんが作曲した
「荘厳のコラール、愛（かな）しみのアリア」のリハーサル

特設サテライトスタジオ特設サテライトスタジオ

国宝 十一面観音菩薩立像
奈良時代・8世紀 奈良・聖林寺蔵

国宝 十一面観音菩薩立像
奈良時代・8世紀 奈良・聖林寺蔵
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みなと元町タウンニュースみなと元町タウンニュース

平野義昌

　明治の「神戸小学校」前身4分校――神東小、
上田小、神西小、花隈小――の話に戻る。1872
（明治5）年、学制発布。神戸町に小学校4校（一
番組小＝神東小、二番組小＝神西小、三番組小
＝花隈小、上田小）ができた。82（明治15）年に
神戸小が完成して、各校は分校・分教場になり、
やがて閉鎖。元町通の「神東小」と「神西小」か
ら多くの学校が誕生した。
　花隈小と上田小のこと。73（明治6）年、「三番
組小学校」が花隈の福徳寺本堂を借用して開
校。翌年下山手通6丁目三番組戸長役場に移転
して「花隈小学校」と改称。96（明治29）年閉鎖
した。同じく73年、宇治野町上田の徳照寺本堂
に「上田小学校」開校。79（明治12）年楠町8丁
目に移転。93（明治26）年、神戸小から分離して
「宇治野小学校」となるが、1906（明治39）年廃
校。同年同地に私立「立志小学校」開校、12（明
治45）年廃校。1896年に夜学校が創立し、「私
立宇治野夜学校」「私立清風夜学校」と改称。
1913（大正2）年「神戸市立清風夜学校」となる。
　元町周辺の学校誕生を辿る。
　1873（明治6）年、「一番組小学校」が元町通
3丁目の善照寺に開校。翌年一番組戸長役場
（同3丁目、古美術商・太田氏敷地）に移転し、
「神東小学校」と改称。同所に「兵庫県師範伝習
所」も設立された。小学校教員とその志望者に
「教授法」を教える。18歳以上50歳以下、修業
年限6ヵ月、定員50名、筆頭教員2名。学科は読
物・書取・作文・算術・習字。このとき伝習生は神
戸区・兵庫区から各2名のみ、区から伝習生に
賦与金があった（補註1）。教育実習は「神東小」
で行われた。76（明治9）年、「伝習所」は北長狭
4丁目関戸由義所有地（現在のJR元町駅北側、
鯉川筋の西側）に移転。77（明治10）年、「神戸
師範学校」に改称し、下山手通5丁目（現在兵庫
県庁）に移転。当時の豊岡県（兵庫県北部・中部、
現在の但馬・丹波地方と京都府丹後地方の一
部）・飾磨県（兵庫県西部、現在の播磨地方）の
師範学校と統合した。西南の役による財政難、
経費節減の影響だ。78（明治11）年、「附属小
学校」開校（補註2）。99（明治32）年、師範学校・
附属小は武庫郡御影町（現東灘区）に移転、
翌年「兵庫県第一師範学校」、さらに翌年「兵
庫県御影師範学校」と改称。「神戸大学発達
科学部」初期の姿である。
　1901（明治34）年、「神戸師範学校」跡地に
「兵庫県高等女学校」（戦後学制改革により県
立神戸第一女子高等学校、のち公立高校再編
で県立神戸高等学校）が開校した。
　73年「二番組小学校」は間人（はしうど）市郎
左衛門の塾に開校。翌年二番組戸長役場（元町
4丁目）に移転して「神西小学校」。変則科を設
け14歳以上の生徒を受け入れた。84（明治17）
年、栄町通4丁目の醤油醸造業・高濱治右衛門
宅を借用して分教場を開く（2年ほどで廃止）。
89（明治22）年、校内（当時第三分教場、のち元
四分教場）に「神戸夜学校」が設置される。修
業2年6ヵ月、勤労青年に英語・簿記・読書・作
文他、職場で役立つ学科を教えた。だが、98
（明治31）年廃校となり、「神戸商業補習学校」
に引き継がれる。一旦元三分教場（神東小）に
移転し、1903（明治36）年に戻る。07（明治40）
年に新校舎が完成し、昼は「私立神港商業学
校」が開校し使用。同校は10（明治43）年神戸
市に移管、16（大正5）年兵庫区に移り「第一神
港商業学校」と改称する。17（大正6）年、鈴木
商店当主・鈴木よねの寄付により跡地に「神戸

市立女子商業学校」が開校。23（大正12）年楠
町に移転。戦後「市立湊川商業高等学校」。そ
の後両校は統合、「市立神港高等学校」となる。
さらに2016（平成28）年「市立兵庫商業高等高
校」と統合し、「市立神港橘高等学校」。
　1925（大正14）年、元町の店主たちが資金を
出し合い、同4丁目内に「神港中学校」を設立。
34（昭和9）年山本通（神戸女学院跡）に移転、
現在の「神港学園高等学校」である。
　さて、夜間「神戸商業補習学校」は1920（大
正9）年「実業補習学校」、22（大正11）年「神戸
商工実習学校」と改称。勤労青年のための実業
教育学校であるが、36（昭和10）年「青年訓練
所」（青年男子に初等教育の補習と軍事教育）
と併合。「神戸市立商業青年学校」に改組され
る。勤労青年徴兵準備である。
　1887（明治20）年、元町3丁目「善照寺」に浄
土真宗婦人会の協力で「私立親和女学校」（現
在親和中学校・親和女子高等学校）が開校。91
（明治24）年一時廃校になるが、同校教師・友國
晴子が再建。96（明治29）年下山手通7丁目に
移転、1989（平成元）年灘区に移った。
　1877（明治10）年、兵庫県令・森岡昌純は貿易
港神戸での商業教育の必要性を唱えた。文部
省に商業学校設立を上申し、補助金交付を求め
たが認められず。慶應義塾出身の勧業課長・牛
場卓三に創設計画を命じ、彼を通じて福沢諭吉
の賛同を得た。慶應から教師派遣など支援を受
け、県が校費を出した。78（明治11）1月、北長狭
通4丁目関戸所有地を無償で借り受け、「神戸
商業講習所」が開校した（図）。14歳以上、修業2
年、経済、商学、地理、算術、習字、貿易、簿記など
を教授。学費は県内生徒無料、県外生徒50銭。
生徒19名が集まった。いずれも20歳前後。同年
3月夜間部、7月兵庫に分教場（1年で閉鎖）を開
設。生徒数は20～30名、夜間部30名前後に
なった。79（明治12）年、元町通3丁目の「神戸英
語学校」（後述）校舎に移転。83（明治16）年下
山手通4丁目に移転。84（明治17）年末で生徒数
は昼39名、夜37名だった。当初県と市、貿易五
厘金（補註3）から補助金を得たが、80（明治13）
年以降は貿易五厘金のみになる。その後、農商
務省の交付金を受けたものの、85（明治18）年
廃止。学校存亡の危機になるところ地方税が支
出され、86（明治19）年「兵庫県立神戸商業学校
」に改編、生徒数128名。その後、橘通、楠町、西
灘村と移転。1928（昭和3）年、校名を「県立神戸
第一商業学校」に改称。翌年明石郡垂水町（現
神戸市垂水区）に移る。「県立星稜高等学校」「県
立神戸商業高等学校」の前身である。
　1882（明治15）年、同講習所は二つの語学学
校を併合している。78年、武井正平（のち神戸区
長）が港都にふさわしい英語学校設立を県に請
願。翌年元町通3丁目に「神戸英語学校」が開設
された。修業3年、科目は英語学、習字作文、変
則英語。81（明治14）年で生徒80名。80（明治
13）年、同校校舎に「神戸支那語学校」が興亜会
（補註4）有志により開設された。同会と貿易五厘
金により運営。生徒数・校則など実情は不明。
　女学校では、1875（明治8）年「女学校」（のち
「神戸英和女学校」「神戸女学院」、本稿33号・87
号で紹介済み）が開校。87（明治20）年、元町通4
丁目に旧三田藩主・九鬼隆義と関戸が「神戸女
子手芸学校」を創立。裁縫・編物・算術・英語を
教えた。廃校年など詳細不明。92（明治25）年、
山本通にイギリス国教会の支援によって「松蔭
女学校」が開校（現在の「松蔭女子中学校・高
等学校」）。翌年中山手通6丁目に移転。1929

（昭和4）年、灘区に新校舎完成。09（明治41）
年同じく中山手通6丁目に「家政女学校」（現在
の「神戸常磐女子高等学校」）が開校している。
　資料では、1884（明治17）年元町通2丁目「択
善家塾」（独・英語）、同年北長狭通2丁目「英
語・数学教授所」、85（明治18）年元町5丁目「神
戸獨英学校」など語学学校の名がある。また、
76（明治9）年中山手3丁目「乾行義塾」（英・漢・
数）、1902（明治35）年下山手通7丁目「高等裁
縫女学校」、03（明治36）年花隈町「神戸英学
校」他、受験予備校、裁縫学校、習字学校など
の校名が並ぶ。いずれも明治末から大正初めま
でに廃校になった。
　旧花隈村の庄屋・村上五郎兵衛（日本画家・
村上華岳の養父）が小学校開設当時の思いを
書いている。
〈……今日の整備を観るに至れるもの、元より
一朝一夕の事業にあらず、明治の初め神東、神
西、花隈、上田の四小学校開設以来の状況を
追想するに、当事者経営の苦心、有志者賛同の
意気、将又当路者の熱心なる指導、誘掖、真に
吾人後進をして敬慕感謝の念に堪えむらしむる
ものあり。（後略）〉註
　村上だけではなく、神戸だけではなく、旧庄
屋、地主、商店主らが学校設立と維持管理の他、
金銭・土地提供、教科書のための書店、郵便事
業などに多大な協力をした。明治近代国家の社
会資本整備に貢献した。

註　神戸小学校開校三十年記念祝典会編・発行『神戸区
教育沿革史』（1915年）（復刻版『日本教育史文献集成　
神戸区教育沿革史』第一書房、1982年）
図・参考文献　兵庫県立第一神戸商業学校編・発行『六
十年史』1955年
補註1　その後、学校規則は授業法の伝習から普通学
科の教員養成を目的にした。入学年齢、修業年、定員、教
育課目など改正、改訂が進む。
補註2　1878（明治11）年「附属中学校」も設立。廃校・開
校を繰り返し、結局83（明治16）年廃校。県議会が中等
教育不必要と、経費支出を認めず。
補註3　開港後、半官半民「貿易会社」設立。関税とは別
に輸出入額の0.5％（五厘）を徴収、積み立てた。港湾・道
路整備、警察など公共・土木事業の財源とした。1886（明
治19）年廃止。18年間で40万円徴収。小学校、病院にも
支出、貸し出しされた。（小原啓司「明治期の神戸におけ
る市街地整備手法の成立に至る考察」［土木史研究第18
号1998年］）
http://library.jsce.or.jp/jsce/open/00044/1998/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　18-0081.pdf
補註4　1880（明治13）成立、日清両国の提携振興を目
指す団体。貿易港都市で支部を結成し、語学学校設立。
引用文は新字・新かなに改めた。
前号で太平洋戦争開戦日を誤記。「12月8日」に訂正し、
お詫びします。

元町駅周辺（5）　学校その5

かんこう

海という名の本屋が消えた（99）
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